歴史地震研究会2014年度　第1回幹事会議事録
日時：2014年9月8日17：00～19：45
於：地震予知総合研究振興会会議室
参加者：武村・諸井・松浦・林・内田・都築・石辺・金田・新谷・植竹
１．新規入会者の承認

　内田財政幹事から、岡村健太郎氏・日名子健二氏・矢沼　隆氏・鹿倉洋介氏・佐々木亮道氏・小磯修一氏の入会申請について報告があった．この6名の入会を承認した．
２．歴史地震研究会功績賞内規の変更
　林総務幹事から、歴史地震研究会功績賞内規第4条の「授賞式は、会員総会の場において行い」を「授賞式は、総会など会員が自由に参加できる場において行い」に変更することが提案された．変更を承認し、本日から適用することとした．

３．『歴史地震』の発行状況

　金田編集出版委員長から、『歴史地震』第29号で生じた印刷ミスについて、印刷所負担で修正シールの作成・配布を行ったこと、および、原因を調査中であることが報告された．

４．2014年大会について
　都築行事委員長から、以下のとおり報告があった．

(1) 研究発表会について
本日の新規入会者の承認で、発表申込者は全員が会員であることを確認できた．座長は決定済、予稿集は150部印刷済、参加申し込みが現在107名．予稿集の印刷後に発表者の変更が1件あり．

(2) 公開講演会について

チラシを名古屋大学減災館にて配布中．講演依頼の手続きは完了．一部の講演者は、リハーサルを兼ねて5月31日の中部歴史地震研究懇談会で講演を行ったところ、好評であった．今後、講演者を懇親会へ招待する案内、講演料と講演会場使用料の支払い準備をする．

(3) 巡検について
下見と各種予約は完了、詳細行程を公開済、巡検の会費は昼食代・資料代込みで5,000円とする．台風時の対応は当日までに確認する．巡検資料は作成中．

(4) その他

アルバイト学生確保済、功績賞の賞状は受取済．今後、領収書と弁当引換券の発行準備、備品の確認をする．

　以上の準備状況を確認し、今後、不足している消耗品類を大会までに調達することを含めた準備を進めることとした．公開講演会の参加者数の把握方法は配布資料の残数で行うことにした．また、公開講演者の『歴史地震』30号には、予定ではなく実際の発表者で研究会のプログラムを掲載し、公開講演会の各講演1～2頁の報告を掲載する方向で、記録を残す方針を確認した．

５．ホームページの管理・運営などについて

　石辺広報委員長から、歴史地震研究会ホームページの修正内容について報告があった．修正点は、最新のお知らせの更新、第31回歴史地震研究会（名古屋大会）のプログラムと会場アクセスの掲載などであり、8月19日にホームページを更新した．

６．2015年大会について

　新谷会員と植村会員から、京丹後市で2015年9月21日（月）～23日（水）に開催する計画について説明があった．会場には、京丹後市峰山町総合福祉センターを利用し、1日目に研究発表会と総会、2日目に研究発表会と公開講演会（午後）、3日目に見学会の日程が示された．また、この日程の直前にウルトラマラソンが行われる見込みであり、参加者が宿泊施設の確保を早めに行うことが望ましいという情報が示された．

　議論の結果、京丹後市で大会を開催する計画および必要な下見・会場費等の経費を含む予算について、総会に諮ることを決めた．また、参加者に早めの宿泊施設予約を勧めるため、日程と場所の案内を総会後の早い機会に行うことを確認した．
７．2016年大会について

　松浦副会長から、大槌町での開催について提案を受けていることが報告された．

８．総会について
　林総務委員長から、9月21日の総会に向けての準備について説明があった．

　幹事会から提出する議案は、第一号議案　2013年度事業報告および決算報告、第二号議案　会長選出、第三号議案　監査役選出、第四号議案　2014年度事業計画および予算案とすることを決めた．今後、各議案の作成と議事の進め方の検討について、準備を進めることとした．
９．次回の幹事会
　幹事会メンバーの交代後に、次回の幹事会の日程を決める．
